







Exercise Tasks in Stimulation Therapy for Attentional Disorders






























































































































































































































































































































10名とした。EL条件：5名（男性 2 名、女性 3 名）
平均年齢25.6±4.2 歳、EF条件：5 名（男性 2 名、















は 9 枚の＂練習１＂を行い、“テスト 1 ＂を実
施、その後再度 9 枚の＂練習 2 ＂の後で＂テス
ト 2 ＂、同様に＂練習 3 ＂の後で＂テスト 3 ＂
を実施した。テスト 3 の後は、難易度を上げた
応用課題として入力指定文字を 2 文字加えて 6
文字（「つ」「さ」「そ」「ひ」「こ」「み」）とし、
3 枚のカード（ 3 枚とも入力文字順序はランダ












ない者であることを口頭にて確認した者 10 名とした。EL 条件：5 名（男性 2 名、女性 3 名）平均年
齢 25.6±4.2 歳、EF 条件：5 名（男性 2 名、女性 3 名）平均年齢 29.4±7.1 歳。EL・EF の 2 群で
同条件となるよう配慮した。 
＜課 題＞非利き手（左手）で、指定されたひらがなをタッチタイピングで入力する（図3）。使用機













図 3 使用機器の設定： 入力文字の呈示方法（左・中） 
                EL でのキーボード配列のヒントの呈示方法（中） 
                エクセルを使った入力例（右） 





























































＜EL と EF の条件の違い＞ 練習の際、EL の練習時には、４文字のキー配列を参考にできるよ
図 4 実施の手順 
図中の＜40 秒＞はレスト課題の実施を示す 













              
                  


























る為、練習 1 ・ 2 ・ 3 それぞれ 9 枚の練習用
のカードのうち最初の 3 枚を入力するタスク
と、応用問題として行った 6 文字でのキー操作




















































































①EL 条件での練習時に Oxy-Hb は練習 1-1 で 5 人中２人、2-1、3-1 で 5 人中 3 人の上昇を
認めた。また、EF 条件では、1 名のみ練習 1-1、2-1、3-1 のすべてで上昇を認めたが、4 名では
全てで下降もしくは増減なしであった。ただし EL・EF の条件間に有意差は認めなかった（練習
1-1フィッシャーの直接確率  p=1.00、練習2-1・練習3-1 ｐ=0.523）。③EL・EF条件いずれも、
学習が進んだ後の応用的課題では、両条件とも 1 名を除き注目領域（左背外側前頭前野）の
Oxy-Hb は下降傾向となり、また EL・EF の条件間に差は無かった（フィッシャーの直接確率  
p=1.00）。⑤応用課題で Oxy-Hb 濃度が上昇した対象者は、EL・EF どちらの条件でも練習時に
Oxy-Hb の上昇を常に認めた対象者であった。（表 1・表 2・図 7）。 
 
表 1 対象者のタスク時の Oxy-Hb の変化   
対象者ID 練習1-1 練習2-1 練習3-1 応用課題１
EL-1 ↑ ↑ ↑ ↑
EL-2 ↓ ↓ ↑ ↓
EL-3 ↑ ↑ ↑ ↓
EL-4 ↓ ↑ ↓ ↓
EL-5 ↓ → → ↓
EF-1 ↑ ↑ ↑ ↑
EF-2 ↓ ↓ ↓ ↓
EF-3 → ↓ ↓ ↓
EF-4 ↓ ↓ ↓ ↓
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 Exercise Tasks in Stimulation Therapy for Attentional Disorders
－ Based on Analysis Using Functional Near Infrared Spectroscopy －
Tomomi Nakajima
Seirei Christpher University
Key word : dorsolateral prefrontal cortex(DLPFC),motor learning, attention
<Summary>
In the study, we examined exercise tasks in stimulation therapy, which is one of methods used in rehabilitation 
for attention difficulties. As a method known to directly stimulate the brain region involved in attentional 
function by repeated practice, the stimulation therapy is aimed at restoring the attentional function itself.  We 
examined, using functional near infrared spectroscopy, whether  the brain region involved in attentional function 
is activated by repeated practice of the PC character input exercise, which is currently used in stimulation 
therapy. We also considered whether any difference arises in the activation of the brain depending on learning 
methods. 
As a result, a possibility has been suggested that the activity of the brain region associated with attentional 
function is reduced as the learning progresses regardless of the learning methods.
－ 95 －
中島ともみ：注意障害のリハビリテーションにおける直接刺激法課題の検討 ～近赤外線分光法を用いた解析から～
